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「荒廃する日本」としないための道路管理
～道路施設の急速な高齢化を踏まえ、今後の道路管理はどうあるべきか～

平成１９年３月8日

国土交通省道路局

資料２
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・早期の対応と戦略的な管理により

長寿命化を図り、トータルコストを抑

制すべき

・今後、維持管理予算を充実すべき

・日常管理を効率的に行い、維持・

管理コストを抑制すべき

・国の自治体に対する維持管理の技

術的支援を検討すべき

・維持管理の組織と技術者の充実を

図るべき

委員から頂いたご意見

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する

２．日常管理の効率化を推進する

３．地方道路の管理を支援する

４．高速道路の予防保全を推進する

５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する

・道路管理・防災ネットワークの観点から、道路管理水準の設定を検討
・道路管理者で協議会等の場を設け、長寿命化計画を調整し、相互技術協力を実施
・わが国の環境条件を踏まえた日本型アセットマネジメントの実施
・事後保全から予防保全に転換し、施設の健全性を確保しつつ、長寿命化し、ライフ

サイクルコストを縮減

・安全性を確保しつつ、定量的なデータ分析により適切な水準を設定し、コストを縮減
・沿道住民との協働によるきめ細かい日常管理を実施

・ニーズを明確化し、産学官が一体となった技術開発を推進

・道路管理分野のイノベーション、異分野・異業種参入等による新しい技術開発を促進

・道路管理技術者の育成、技術の伝承

・財政的支援、技術的支援を通じた予防保全への転換
・道路管理者の相互協力による道路ネットワークの一体的管理を実施

今回の審議事項

・首都高速、阪神高速については、抜本的な修繕が必要となる可能性があり、予防保
全の推進が必要
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１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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塩害 アルカリ骨材反応疲労

床版の抜け落ち 橋脚の損傷

2006年

建設後50年以上の橋梁

６％

2016年 2026年

20％ 47％

※対象：15ｍ以上の橋梁 約14万橋

【建設後５０年以上の橋梁数（一般道路）】 【橋梁の損傷事例】

わが国の道路では、建設後５０年以上経過した橋梁が今後急増する。既に、様々な損傷が発生している。

＜現状＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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【損傷が進んだ舗装】

出典：「欧米主要国道路の光と影」（1984年 日本道路協会）

【マイアナス橋の崩壊（1983年）】

出典：（社）国際建設技術協会

マイアナス橋がある
コネチカット州

出典：US DOT （米国交通省）Highway Statistics

【米国の道路投資額の推移（州管理道路）】

（１＄＝115円換算）※各年の名目額にデフレータを乗算し
２０００年実質額を算定したもの

【有料橋の床版補修】
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米国の道路施設は、わが国より30年早く高齢化し、維持管理に予算が十分投入されなかったため、1980
年代には「荒廃するアメリカ」と呼ばれるほど劣悪な状態にあった。

＜参考：アメリカの例＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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桁端部に発生したき裂

【耐震設計を要する道路施設】

【厳しい交通条件下の道路で発生した損傷】

阪神高速道路の橋脚 シャルル・ド・ゴール空港の
アクセス道路の橋脚

大型車が多い都市部の道路

わが国の道路施設は、厳しい自然条件、地形条件、交通条件下に存在している。

パリ

東京

長岡

トゥール

標高
(m)

長岡 東京
前橋

湯沢

関越トンネル

パリトゥール

標高
(m)

高低差ほとんどなし７００ｍの高低差

標高500m以上の地域

高速道路

【日仏の縦断面の比較】

【日英仏の構造物比率の比較】

構造物比率＝
橋梁延長＋トンネル延長

全体延長

対象：高速道路及び国道
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＜現状＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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鋼部材の腐食

コンクリート部材の
剥離・鉄筋露出

例えば、国管理道路の橋梁は、５年に１度の定期点検を行っている。損傷のある橋梁に対しては毎年度
修繕を行っているが、点検の結果、新たに修繕が必要な橋梁も見つかっており、緊急対策橋梁の解消が
急務である。

【緊急対策橋梁数の推移】

※対象：国管理道路の１５ｍ以上の橋梁

＜現状＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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トンネルについては、覆工コンクリートからのコンクリート片の落下等、利用者の被害につながる事故が報
告されている。舗装については、ひび割れやわだち掘れ等の損傷が発生している。

コンクリート片の落下事故の例

読売新聞（平成１５年８月４日）

トンネルで発生した主なコンクリート片等の落下事故

※調査方法：朝日、読売等主要２７紙の記事検索（Ｇ－Ｓearch）による。

放置すると路面下が
構造的に崩壊

ひび割れ わだち掘れ

放置するとハンドル
操作が危険

表層

基層

上層路盤

下層路盤

路床

トンネル名 発生年 経年数 発生場所 剥落規模

樋口山トンネル 2006 31 JR山陽新幹線 小片剥落

烏山トンネル 2006 67 ＪＲ牟岐線 0.4m×0.4m×0.01m

四ツ峰トンネル 2004 17 道道小樽定山渓線 0.5m×1.0m×0.04m

第一白井川トンネル 2004 102 ＪＲ函館線 11.0m×2.7m×0.1m

父母トンネル 2003 18 国道299号 3.6m×2.7m×0.45m

河頭トンネル 2003 30 北九州都市高速 小片剥落

上尾トンネル 2002 6 国道10号 小片剥落

北九州トンネル 1999 24 JR山陽新幹線 3.3m×0.35m×0.15m

【舗装】【トンネル】 【舗装】

＜現状＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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例）都市と拠点を結ぶ幹線道路

例）孤立集落を連絡する道路

例）代替路のある非幹線道路

今後は、道路管理・防災ネットワークの観点から、道路管理水準の設定を検討する。

カテゴリーA

カテゴリーB

カテゴリーC

【道路整備ネットワーク】 【道路管理・防災ネットワークのイメージ】

＜今後の方針＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する



9

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する

【道路管理・防災ネットワークのイメージ】
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国、地方自治体、高速道路会社で協議会等の場を設け、長寿命化計画を調整し、相互技術協力等を実施
する。

【協議会】 【相互技術協力の実施】

＜今後の方針＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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わが国特有の自然条件、地形条件等を踏まえた、日本型アセットマネジメントを実施する。

＜今後の方針＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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人間も橋も

適切な点検・保全を

継続して行うことが

重要

【 人 間 】 【 橋 】

早期治療

定期健診 定期点検

カルテ作成
（諸元、点検結果、補修履歴）

予防保全カルテ作成
（身体データ、健診結果、

治療履歴）

アナロジー

人間の健康管理と同様、諸元、点検、補修履歴等のデータを集積し、科学的知見を踏まえて計画的に予
防保全を行うことにより、道路施設の健全性を確保しつつ、長寿命化を図る。

＜今後の方針＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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■修繕

損傷がより深刻化する前の
軽微なうちに対策を実施

道路施設を計画的に管理するため、
定期点検等により健全度を把握

損傷がより深刻化してから対策を実施

× 早期架替え
× 後年度の負担が増大

◎ 長寿命化
◎ ライフサイクルコスト縮減

■修繕■点検

【事後保全】

【予防保全】

0 20 40 60 80 100 120 経過年数

0 20 40 60 80 100 120 経過年数

断面修復

橋梁更新
橋梁更新

※ ▽：塗装塗替え

床版上面増厚

炭素繊維接着 橋梁更新

炭素繊維接着

断面修復

※ ▽：塗装塗替え

費用

費用

床版の打ち換え

橋梁点検車による点検 炭素繊維接着

橋梁については、事後保全から予防保全に転換し、施設の健全性を確保しつつ、長寿命化、ライフサイク
ルコストの縮減を図る。

＜今後の方針＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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寿命 約60年

寿命 約100年以上

【橋梁（一般道路）の将来の修繕・更新費用】

更新費

修繕費

費用

費用

将来の修繕・更新費

増大

将来の修繕・更新費

縮減

アイアン橋（歩道橋）
（1779年完成 供用年数226年 英国）

アレクサンドルⅢ世橋
（1900年完成 供用年数105年 仏国）

欧州で100年以上供用されている橋梁の例

出典：(社) 日本橋梁建設協会

出典：土木学会関西支部

事後保全から予防保全に転換することにより、健全性を確保しつつ、長寿命化を図り、トータルのコストを
縮減・平準化する。

＜今後の方針＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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レーザスキャナやハイビジョン
カメラによるトンネル点検

早期段階での確実な損傷の発見

コンクリートのうき

コンクリートのひび割れ

繊維シートによるはく落対策の実施

ひび割れ補修の実施

 

トンネル覆工面

点検車 レーザスキャナや
ハイビジョンカメラ

照明装置

早期段階での補修・補強の実施

トンネルについては、早期段階で確実に損傷を発見、早期に対応を行い、健全性を確保する。

【トンネルの計画的な管理のイメージ】

＜今後の方針＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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【従来の修繕】

１０年程度

１３～１５年程度

新設 切削オーバーレイ

走行時の騒音・振動の発生、外観は従来の修繕より悪化するが、３～５年の長寿命化が可能

＜長寿命化＞

シール材注入
切削（こぶ取り）

切削オーバーレイ

＜長寿命化＞

シール材注入
切削（こぶ取り）

切削オーバーレイ新設 切削オーバーレイ 切削オーバーレイ

（
１
サ
イ
ク
ル
）

10
年
程
度

13

15
年
程
度

（
１
サ
イ
ク
ル
）

～

【予防的修繕】

舗装については、シール材の注入、こぶとり等の予防的修繕工法を導入し、健全性を確保しつつ、長寿
命化を図る。

＜今後の方針＞

１．道路施設の維持・修繕・更新を計画的に実施する
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２．日常管理の効率化を推進する
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ポットホールの修繕

道路の清掃（夜間に実施）

街路樹の剪定

落下物の除去（バンパーの脱落）パトロール車による巡回

落石の除去

利用者の安全・安心の確保やサービス向上のため、定期的に、巡回、清掃等の日常管理を行っている。

＜現状＞

２．日常管理の効率化を推進する
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視距が確保できる範囲で、
剪定回数を削減

路側に溜まった塵埃量を分析し、
適切な清掃回数を設定

＜清掃＞
＜清掃（都市部）＞ ＜清掃（地方部）＞

＜剪定＞ ＜除草＞

２０回

１２回 １２回

６回

１回

０.７回

２回

１.４回

４割減
５割減

３割減 ３割減

Ｈ１４年度 Ｈ１８年度 Ｈ１４年度 Ｈ１８年度

Ｈ１４年度 Ｈ１８年度 Ｈ１４年度 Ｈ１８年度

＜剪定＞

【これまでの縮減実績（国管理道路）】 【より適切な清掃回数等の設定】 【照明の消灯によるコスト縮減】

朝日新聞（平成１８年１０月４日）

安全性を確保しつつ、日常管理のコスト縮減を図る。塵埃量など定量的なデータの分析により、清掃、除
草、剪定等の回数について、より適切な水準を設定し、コスト縮減を図る。

＜今後の方針＞

２．日常管理の効率化を推進する
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道路管理者と沿道住民が協定を締結し、清掃、除草等の維持管理作業の一部を沿道住民と協働するこ
とを検討する。

＜今後の方針＞

２．日常管理の効率化を推進する
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【ボランティアサポートプログラムの仕組み】

協 力 者

市町村

・収集ゴミの回収・処理

・実施団体の連絡窓口

実施団体

住民グループ等

・清掃活動

・植栽等の管理

・その他

道路管理者

国土交通省の事務所等

・サインボードの設置
・安全指導

・用具の支給

・事務局

【地方自治体での取り組み例】

＜参考例＞

○国管理道路では、沿道住民の団体等が清掃や植栽等を行なう「ボランティアサポートプログラム」

を実施している。（平成17年度末 約1400団体）

○東京都では、「東京ふれあいロード・プログラム」の取組みを始めている。

道路の清掃や植栽の手入れなど

の美化活動を地域住民団体や企

業などと都が協力して進めている。

東京ふれあいロード・
プログラム（東京都）

概 要

名 称

実施状況

環七花いっぱい運動の会

２．日常管理の効率化を推進する
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静岡新聞（平成１８年３月１３日）

【歩道橋の塗装の様子】

＜参考例＞

静岡市内の道路（国道１号、県道静岡環状線）において、市民・NPO団体が実験的に簡易な塗装や修理

を実施している。

【技術講習会でベンチの補修を学ぶ様子】
【防護柵の塗装（例）】

【サインの塗装（例）】

静岡新聞（平成１８年３月１３日）

２．日常管理の効率化を推進する
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【「みちのなんでも相談広場」のしくみ】

道路管理者等

（国・県・市町村・高速道路㈱・警察）

要望・問合せ

電話、ＦＡＸ、

メール、・・・

みちのなんでも相談広場

（ＮＰＯが運営）

提
言

道路利用者

改善要望 対応結果

回答

対策前

対策後

参考例 ： 「みちのなんでも相談広場」（新潟国道事務所）では、NPOの協力を得て、日頃通っている身近な「みち」（国
道・県道・市道等道の種別は問わず）に対するご意見・ご提案など、さまざまな相談を受け付けて、迅速な処
理を実施

街頭で道路利用者の意見を直接収集

要望に迅速対応
（歩道段差の切り下げ）

道路管理者が、NPOの協力を得て、道路利用者の声を積極的に収集し、迅速に対応するとともに、その

結果を道路利用者に報告する。

＜今後の方針＞

２．日常管理の効率化を推進する
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３．地方道路の管理を支援する
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【自治体管理道路における建設年度別橋梁数】

出典：道路施設現況調査「橋梁現況調査」Ｈ１６．４．１

【橋梁の現況把握実態】

都道府県（４７都道府県）

点検※未実施
約１割

点検※実施
約９割

市町村
（政令市を含む１，７６８市町村）

点検※実施
約１割

点検※未実施
約９割

塩害により鉄筋がむき出し 老朽化による重量規制

〔国土交通省調べ〕点検※ ：定期点検を指し、日常パトロールは除く

0

1

2

3

4

5

～1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000

建設年次

補助国道

都道府県道

市町村道

橋梁数
（千橋梁）

現在５０年以上経過
Ｎ＝８，４００（６％）

現在４０年以上経過
Ｎ＝２５，８００（２０％）

現在３０年以上経過
Ｎ＝６１，０００（４７％）

地方自治体が管理する道路は、幹線道路から生活道路まで対象が幅広く、予算・人材が不足している。
今後、地方管理道路の橋梁についても急速に高齢化が進むが、道路施設の現状が適切に把握できてい
ない自治体が多く、維持管理が放置されている地方自治体もある。

＜現状＞

３．地方道路の管理を支援する
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地方自治体が、事後保全から予防保全への転換を円滑に行うための財政的、技術的支援を行うとともに、
各道路管理者の相互協力による道路ネットワークの一体的な管理を実施する。

【講習会の実施】 【簡易に健全度を把握する要領】

財政的支援 技術的支援 相互協力

○計画策定への補助制度の創設 ○講習会の実施 ○協議会を設け、管理・防災

○修繕更新事業への補助 ○簡易に健全度を把握する要領の提供など ネットワークの観点から、

道路管理水準を検討

＜今後の方針＞

３．地方道路の管理を支援する
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234.9 201.0

1,120.1

18.4
12.6

705.6

18.1
15.4 20.2

5,563.4

0%

25%

50%

75%

100%

首都高 阪高 NEXCO

橋梁

橋梁

橋梁

土工

半地下
トンネル

トンネル

トンネル

土工

土工

(5%)
(6%)
(6%)

(82%)

(9%)

(5%)

(86%)

(75%)

(10%)

(15%)

【単位：km】

【道路構造別延長比率】

首都高速・阪神高速：H19.3時点
NEXCO：高速道路便覧2006

・首都高速道路・阪神高速道路は、限られた都市空間の中で高速性を確保する必要があるため、他の道
路に比べて橋梁の構造が占める割合が非常に高い。

・また、大型車の通行も非常に多く、構造物に大きな応力が発生している。

2,424

10,723

21,729 20,727

629

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

都道府県道等 一般国道 高速自動車道 首都高速 阪神高速

（
台
／
日

） 全国平均
１，５２１

全国平均の約１４倍
一般国道の約９倍

高速自動車道の約２倍

（台／日）

出典：平成11年度 道路交通センサス

道路構造構成比

【大型車の平均断面交通量（道路別）】

＜現状＞

４．高速道路の予防保全を推進する

首都高速の状況
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【構造物の経過年数別損傷数】【損傷状況】

桁に発生した亀裂

鋼床版上面に発生した亀裂

RC構造物に発生したひび割れ

鋼床版とUリブの溶接部に発生した亀裂

首都高速道路・阪神高速道路の約4割が1970年代初頭までに建設されており、厳しい交通環境にある中、
経過年数とともに多くの損傷が発生している。

＜現状＞

４．高速道路の予防保全を推進する

年数を経過するほど、

損傷数は増加傾向

経過年数別

1km当たりの損傷数0

50

100

150

200

0 10 20 30 40 50

経過年数

1
km

当
た

り
の

損
傷

数

RC床版経過年数別1km当たり損傷数（首都高速）

データ：H13-17 点検結果



29

【橋梁構造の下に一般道路が平行している延長比率】【補修状況】

東北新幹線

都心環状線

複雑な形状の構造物
（都心の限られたｽﾍﾟｰｽによる）

狭隘な作業空間

周辺構造物との近接

高架下空間の制約

箱崎JCT

高速道路

一般道路 一般道路

補修は、空間的な制約や一般道路を含めた通行の規制の下に実施する必要がある。

＜現状＞

４．高速道路の予防保全を推進する

首都高速 ： ７４％
阪神高速 ： ６４％
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【首都高速・阪神高速の経過年数】

-60.0 -40.0 -20.0 0.0 20.0 40.0 60.0

0

20

40

60

80

平成平成6262年年

（延長：km）

（経過年数）

現現 在在

-60.0 -40.0 -20.0 0.0 20.0 40.0 60.0

0

20

40

60

80

平成平成6262年年

（延長：km）

（経過年数）

現現 在在 供用後50年を越える路
線は、約８割

【予防保全の例】

基層：繊維補強コンクリート層

表層：アスファルト舗装

基層：繊維補強コンクリート層

表層：アスファルト舗装

【RC床版の炭素繊維補強】

【鋼床版のSFRC舗装】

・当面は、日常・定期・臨時点検により、発見された損傷を専門家の指導のもと、迅速に補修する。
・しかし、老朽化が進み、遠くない将来に短期間に抜本的な修繕（床版・桁の取替等）が必要となる可能性
があり、予防保全の推進が必要。

＜今後の方針＞

４．高速道路の予防保全を推進する

炭素繊維

床版舗装

主桁
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５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する



32

打音によるトンネル覆工の検査梯子を使用した橋梁の近接目視点検小型船舶を使用した水上での橋梁点検

【点検】

トンネル覆工の補修作業橋梁の塗装作業 橋台上での支承交換

【維持修繕】

道路施設の点検・維持修繕作業は、未だ人力と経験に多く依存している。作業環境は、高所・水上など危
険を伴う場合が多い。

＜現状＞

５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する
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橋脚のひび割れ

橋脚梁内部の鉄筋破断

【アルカリ骨材反応による橋梁の損傷】

舗装撤去

【疲労による橋梁の損傷】

鋼床版Ｕリブ溶接部の亀裂

舗装表面に現れたひびわれ

鋼床版表面に貫通した亀裂

亀裂

橋梁において、アルカリ骨材反応による劣化や大型車交通量の増加に伴う疲労を原因とする不可視部分
の損傷など、診断や対策に高度な知見と技術力を必要とする事象が多発している。

＜現状＞

５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する
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【技術者の高齢化】

今後団塊世代の多数の熟練技術者が退職することで、技術者不
足と技術の継承が大きな課題となる。

出典：総務省統計局平成4年、平成14年就業構造基本調査結果

建設業就業者の年齢階層別構成

0

20

40

60

80

100

120

15

19

20

24

25

29

30

34

35

39

40

44

45

49

50

54

55

59

60

64

65

69

（万人）

（歳）

平成4年

平成14年

～～～～～～ ～～ ～～～

団塊世代の
技術者が高齢化

道路維持管理に関する新技術の登録件数は、

道路新設技術に比べ極めて少ない。

※新技術情報提供システム（NETIS) より集計
※平成19年2月11日現在

道路維持管理技術
387件, 12%

道路新設技術
2,747件, 88%

技術者の高齢化に伴い、道路管理に関わる技術者の不足と技術の空洞化が懸念される。
また、修繕更新需要の増大が見込まれる中にあって、道路維持管理にかかる技術開発は道路新設技術
に比べ極めて少ない。

【維持管理分野の新技術登録件数】

＜現状＞

５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する
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１．産学官の連携

２．異分野・異業種の参入

３．開発技術の評価方法の構築

４．助成制度の導入

５．道路管理技術者の確保・育成

新技術

官
○ニーズの提示
○基準化、制度化
○適正な技術評価

学産
○実用化に向

けた開発

○基礎的・先端的研究
○高度な技術開発

産学官連携のイメージ

○ 技術開発ニーズの設定

○ 要素技術の開発

○ 実証フィールドの提供

○ 技術の評価

○点検・非破壊検査技術

○モニタリング・

状態予測技術

○維持・修繕技術

○マネジメント技術

道路の維持管理分野における技術開発のニーズを明確にし、産・学・官が連携した計画的な技術開発を
推進する。

【技術開発ニーズの設定】 【技術開発推進の方策】 【計画的な技術開発】

＜今後の方針＞

５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する
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維持管理にかかるニーズに対応するために、重点的に技術開発を推進する。

維持管理にかかる

技術開発のニーズ

検査困難部位を診る非破壊検査

路面下空洞探査車

構造内部を診る非破壊検査
（自然電位法による鉄筋腐食調査）

塗膜除去技術
（ 薬品による塗膜除去作業の効率化）

光ファイバ網
への接続

変位・崩壊

光ファイバセンサ

モニタリング技術
（リアルタイムでの斜面崩壊の情報伝達）

補修技術
（ﾄﾝﾈﾙ覆工の炭素繊維補強技術）

マネジメント技術
（IT技術を活用した効率的なデータ管理）

地図DB

舗装DB

橋梁DB

・・・

点検・
非破壊検査技術

維持・修繕技術

モニタリング・
状態予測技術

マネジメント技術

マネジメント技術
（科学的劣化予測に基づく橋梁管理）

橋梁マネジメントシステム
（BMS）

点検データ

諸元データ

・・・

補修計画
リスト

補修時期

劣化曲線

変位計

支承センサー

ひずみ
センサー

光ファイバー網

モニタリング技術
（橋梁の挙動監視モニタリングシステム）

＜今後の方針＞

５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する
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橋脚補強 ﾄﾝﾈﾙ剥落防止ﾄﾝﾈﾙ覆工背面注入

ウレタン加工技術を応用 炭素繊維材料を展開

靴メーカーの参入例

トンネル補修用注入剤の開発

繊維メーカーの参入例

コンクリート構造物の補強・剥落防止
材料の開発

30倍発泡のｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑをﾄﾝﾈﾙ覆工
背面の空洞に充填補強する技術

炭素繊維シートを含浸接着樹脂で構
造物躯体に接着することで補強や剥
落を防止する技術

炭素繊維シート地山

（発泡ウレタンフォーム）
空隙

覆工コンクリート

注入パイプ

剥離剤を塗布すると塗膜が剥離

従来の塗膜除去法

剥離剤塗布作業 剥離剤塗布後

・ケレン作業が不要
・塗膜ダストなどが飛散しない
・安全・安価に作業を実施

【異分野・異業種の参入】

塗膜除去技術の例

道路維持管理の大幅な効率化・高度化を実現するためには、革新的技術の開発（イノベーション）が必要
である。また、異分野・異業種からの参入を促し、維持管理分野における技術開発の活性化を図る。

【イノベーション】

＜今後の方針＞

５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する



38

塩分等の侵入検知

ひびわれ
発生・進展検知

ｸﾞﾗｳﾄ充填検知

センサー部拡大

ひびわれ抑制のた
め覆工ｺﾝｸﾘｰﾄに繊
維を混入した事例

従来の塗装にかえて耐
候性鋼材裸使用により
鋼桁を防食した事例

防護柵

アンカーボルトを
容易に交換できる
構造の採用

床版

プレキャスト床版
の採用

センサー回路

アンテナ部

道路施設の効率的な維持管理を実現するために、道路の新設段階から導入する新技術の開発を推進す
る。

【コンクリート埋込み型センサーによる

モニタリング技術】

【耐候性鋼材裸使用による

防食技術】

【橋梁の部材を容易に交換する技術】

【繊維補強ｺﾝｸﾘｰﾄによる

ひび割れ抑制技術】

＜今後の方針＞

５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する
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橋梁の計画的な管理のため、科学的な劣化予測が可能なマネジメントシステムを活用する。

【橋梁マネジメントシステム（BMS）導入による

橋梁の計画的な管理のイメージ】

定期的な橋梁点検 科学的な劣化予測
予防的工法・時期

の算定
補修・補強の計画的実施

ＢＭＳ

諸元データ
点検データ

補修履歴
データ

橋梁管理カルテ

悪
い

予測上、５年以内に
■■に遷移する橋梁

予測上、５年以内に
■■に遷移する橋梁

５年間 ５年間 経過年

劣化曲線
橋梁名 部材・対策 費用 実施予定年度

Ａ橋 床版・打換     100

Ａ橋 主桁・当て板補強       50

Ｂ橋 主桁・電気防食       70

Ｃ橋 下部工・断面修復       30

Ｃ橋 支承・取替       20

Ｄ橋 床版・上面増厚       90

Ｄ橋 伸縮装置・取替       20

Ｅ橋 主桁・断面修復       30

Ｆ橋 床版・炭素繊維接着       50

Ｇ橋 主桁・塗装       40

Ｈ橋 下部工・炭素繊維接着       30

… … … …

2009年

2010年

2008年

2007年

＜今後の方針＞

５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する
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ＩＴ技術を活用した効率的な道路管理を実現する。
・地図DB、舗装DB、橋梁管理カルテ、損傷・施工不良事例DBなどの各種情報を共通のプラットフォーム

で共有する。

＜活用例＞

・損傷事故が発生し
た際に、同じ基準で
設計された構造物
を瞬時に検索

・過去の類似事例や
気象条件などをもと
に、的確な補修計
画を策定

トンネル
管理カルテ

BMS

損傷・施工不良
事例DB

区画線

島

島

歩道部 歩道部

距離標

車道部

植裁

道路代表線
停止線

歩道部

歩道部

区画線

横断歩道

距離標

車道部

停止線

車道交差部
（車道部の一部）

横断歩道橋

橋脚

ボックスカルバート

自動車駐車場

（自転車駐車場）

建築物

管理区域界

歩道部

歩道部

歩道部

横断歩道

横断歩道

横断歩道

路面電車停留所

軌道敷

植裁

軌道敷

横断歩道

横断歩道

区画線

島

島

歩道部 歩道部

距離標

車道部

植裁

道路代表線
停止線

歩道部

歩道部

区画線

横断歩道

距離標

車道部

停止線

車道交差部
（車道部の一部）

横断歩道橋

橋脚

ボックスカルバート

自動車駐車場

（自転車駐車場）

建築物

管理区域界

歩道部

歩道部

歩道部

横断歩道

横断歩道

横断歩道

路面電車停留所

軌道敷

植裁

軌道敷

横断歩道

横断歩道

平面図（紙媒体）

デジタル平面図

地図DB 橋梁管理カルテ

〔諸元データ〕

〔点検データ〕

〔補修履歴データ〕

・現象

・原因

・対策
ひび割れ

舗装DB

わだち掘れ

【GIS共通プラットフォームによる情報の一元化】【紙と電子データ
が混在】

＜今後の方針＞

５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する
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道路施設の点検・診断にかかる技術者の育成と技術力向上のために、講習制度・研修システムの構築や
資格制度の導入を検討する。

＜今後の方針＞

５．道路の維持管理分野の技術開発を促進する

（参考）

点検・診断に関連した国家資格

○昇降機検査資格者

（約４４，０００名）

○建築設備検査資格者

（約２８，０００名）

いずれも国土交通省認定の国

家資格で、講習会受講後の修

了考査に合格する必要あり

【点検・診断にかかる技術者の育成】


